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1JAEA 
JAEA では、軽水炉の設計高度化、安全性の向上を目的として、先進的核熱連成シミュレーションシステムの

開発を進めている。本報告では、連続エネルギーモンテカルロ計算コード MVP1)とサブチャンネル解析コー

ド NASCA2)を用いた核熱連成シミュレーションシステムについて報告する。 
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1. 目的 

先進的核熱連成シミュレーションシステムでは、様々な核計算コード、熱流動計算コードを自由に組み合

わせた核熱連成シミュレーションの実現を目指している。これにより、単一集合体体系においては JUPITER

や TPFIT などの機構論的熱流動解析コードを、全炉心体系においては NASCA や ACE-3D などのサブチャン

ネルコードを用いるなど、計算体系によって最適な計算コードを選択することが可能となる。 

炉心体系での詳細な核熱連成を現実的な計算時間で実現するためには、NASCA のようなサブチャンネル

解析コードとの連成が望ましい。そこで、MVP/NASCA を用いた核熱連成における課題を洗い出すため、プ

ロトタイプシミュレーションシステム 3)に MVP/NASCA の核熱連成機能を実装した。 

2. MVP/NASCA を用いた核熱連成シミュレーションシステムの概要 

開発したシステムは、BWR の 8×8 STEP-II、9×9 STEP-IIIA、

STEP-IIIB の単一集合体体系の解析を対象としている。幾何形状

や濃縮度分布については、OECD/NEA の燃焼クレジットベンチ

マーク Phase III-B4)や Phase III-C5)など、公開文献を参考に作成し

た。図 1 に 8×8 STEP-II 燃料の計算体系の例を示す。なお、燃料

棒内やサブチャンネル内の詳細分割については、MVP/JUPITER

や MVP/TPFIT の結果により検討する。 

本システムでは、MVP の出力として与えられる燃料棒毎の核

分裂率から燃料棒出力分布を NASCA に、NASCA の出力として

与えられるサブチャンネル毎の水密度から 1H や 16O の原子数密

度を計算し MVP に入力することで核熱連成解析を行う。本システムを用いて、核熱結合計算の反復回数や、

定常とみなせるまでの熱流動計算の時間などの最適化などに取り組む予定である。発表では、開発したシス

テムの概要に加え、連成解析結果についても紹介する。 
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